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一
一
月
一
五
日
、
東
海
建
設
支
部
は
局
長
交
渉
で
、
身
上
書

の
尊
重
を
表
明
さ
せ
、
ベ
テ
ラ
ン
職
員
の
処
遇
改
善
、
二
級
係

長
の
解
消
等
処
遇
改
善
を
求
め
ま
し
た
。 

 

今
年
度
定
年
退
職
予
定
者
は
六
二
名
（
詳
細
は
左
表
参
照
）

で
あ
り
、
こ
の
ポ
ス
ト
を
ベ
テ
ラ
ン
職
員
優
先
に
活
用
し
、
退

職
時
誰
で
も
六
級
の
実
現
へ
の
足
が
か
り
を
作
る
こ
と
が
重

要
で
す
。
ま
た
、
標
準
職
務
表
に
な
い
二
級
係
長
を
含
め
級
別

定
数
の
改
善
で
全
て
の
職
員
の
処
遇
改
善
が
重
要
で
す
。 

で
ベ
テ
ラ
ン
職
員
を
は
じ
め
と

し
た
全
て
の
職
員
の
処
遇
改
善

を
求
め
る
声
を
大
き
く
し
、
事

務
所
長
、
局
長
が
回
答
を
履
行

す
る
よ
う
追
及
を
強
め
ま
し
ょ

う
。 

   

近
年
、
出
張
所
係
長
へ
の
昇

任
が
早
ま
り
、
各
職
場
で
二
級

の
ま
ま
放
置
さ
れ
て
い
る
係
長

が
増
加
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

人
事
院
規
則
九
—
八
（
初
任
給
、

昇
格
、
昇
給
等
の
基
準
）
で
は
、

係
長
は
三
級
か
ら
の
設
定
（
右

表
参
照
）
と
な
っ
て
お
り
、
二

級
は
主
任
、
一
般
職
員
の
級
と

な
っ
て
い
ま
す
。
人
事
院
も
「
新

任
係
長
は
二
級
も
あ
り
得
る
」

と
し
て
い
ま
す
が
、
「
何
年
も

二
級
に
留
ま
ら
せ
る
こ
と
に
は

な
ら
な
い
」
と
回
答
し
て
い
ま

す
。 

い
た
め
に
五
〇
歳
を
超
え
て
も

三
級
の
ま
ま
放
置
さ
れ
て
い
る

係
長
・
専
門
員
等
も
多
く
い
ま

す
。
現
在
、
四
級
の
係
長
を
補

佐
級
の
ポ
ス
ト
に
昇
任
さ
せ
た

り
、
四
〇
歳
代
後
半
の
職
員
を

積
極
的
に
昇
任
さ
せ
る
こ
と
で

四
〇
歳
代
後
半
の
三
級
職
員
を

無
く
す
こ
と
も
可
能
で
す
。 

 
本
人
の
希
望
や
事
情
を
尊
重

し
た
上
で
、
局
長
が
ど
れ
だ
け

ベ
テ
ラ
ン
職
員
の
「
処
遇
を
念

頭
」
に
お
い
た
人
事
を
行
う
か

が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。
交
渉
で

局
長
は
「
皆
さ
ん
の
強
い
要
求

は
伺
っ
た
。
確
認
し
な
が
ら
改

善
で
き
る
よ
う
取
り
組
む
」
と

発
言
し
て
い
ま
す
か
ら
、
職
場

  
退職予定者ポストと年次別ポスト

60 61 62 63 64

5
課長級 10
補佐級 5 7 4 7 6 7
係長級 2 2
係員級 1

合計 20 7 6 7 9 7
15

60 61 62 63 64

16
課長級 24
補佐級 0 2 5 6 8 3
係長級 2 1 3 3 2
係員級

合計 42 3 5 9 11 5
40
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職務階層

◎事務系

◎技術系

職務階層

内課長級以上

退職
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生年次

   

今
年
度
定
年
退
職
予
定
者
の

ポ
ス
ト
の
内
、
課
長
級
ポ
ス
ト

は
事
務
系
一
五
、
技
術
系
四
〇

で
す
。
こ
の
ポ
ス
ト
に
組
合
の

要
求
す
る
先
任
制
（
年
功
順
）

で
昇
任
さ
せ
れ
ば
、
事
務
系
で

退
職
三
年
前
、
技
術
系
は
五
年

以
上
前
の
職
員
ま
で
六
級
に
な

れ
る
課
長
級
ポ
ス
ト
に
就
け
る

こ
と
が
出
来
ま
す
。 

係
長
の
四
級
昇
格
は
以
前
四

七
歳
だ
っ
た
の
に
四
九
歳
ま
で

遅
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
連
絡

調
整
事
務
所
（
注
１
）

の
係
長
で
無
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ま
た
、
同
規
則
で
は
、
各
級
の

最
低
在
級
期
間
を
定
め
て
い
ま

す
（
右
下
表
参
照
）
が
、
三
級
に

な
る
の
に
必
要
な
在
級
期
間
は

四
年
と
な
っ
て
お
り
、
殆
ど
の
職

員
は
昇
格
基
準
を
満
足
し
て
い

ま
す
。 

し
か
し
、
中
部
地
整
で
は
係
長

ポ
ス
ト
を
埋
め
る
た
め
に
採
用

後
間
も
な
い
職
員
を
係
長
昇
任

さ
せ
て
は
い
る
も
の
の
、
過
去
の

昇
格
基
準
に
と
ら
わ
れ
、
昇
格
さ

せ
て
い
ま
せ
ん
。
仕
事
は
係
長
と

し
て
の
責
任
を
負
わ
せ
る
一
方

で
処
遇
は
係
員
相
当
で
は
割
が

合
い
ま
せ
ん
。
職
務
給
の
原
則
に

反
し
て
お
り
、
速
や
か
な
改
善
が

必
要
で
す
。 

３２２４ 

国
土
交
通
労
組
に
入
っ
て 

処
遇
改
善
を
勝
ち
取
ろ

ベ
テ
ラ
ン
層
の
積
極
的
昇
任
で 

退
職
時
六
級
、
早
期
に
五
級
を 

 

別表第一　標準職務表（第三条関係）
イ　行政職俸給表（一）級別標準職務表
職務
の級

標準的な職務

１級 定型的な業務を行う職務
１　主任の職務
２　特に高度の知識又は経験を必要とする業務を行う職務
１　本省、管区機関又は府県単位機関の係長又は困難な業務を処理する主任
　の職務
２　地方出先機関の相当困難な業務を分掌する係の長又は困難な業務を処理
　する主任の職務
３　特定の分野についての特に高度の専門的な知識又は経験を必要とする業
　務を独立して行う専門官の職務
１　本省の困難な業務を分掌する係の長の職務
２　管区機関の課長補佐又は困難な業務を分掌する係の長の職務
３　府県単位機関の特に困難な業務を分掌する係の長の職務
４　地方出先機関の課長の職務
１　本省の課長補佐の職務
２　管区機関の困難な業務を処理する課長補佐の職務
３　府県単位機関の課長の職務
４　地方出先機関の長又は地方出先機関の困難な業務を所掌する課の長の職
　務
１　本省の困難な業務を処理する課長補佐の職務
２　管区機関の課長の職務
３　府県単位機関の困難な業務を所掌する課の長の職務
４　困難な業務を所掌する地方出先機関の長の職務
１　本省の室長の職務
２　管区機関の特に困難な業務を所掌する課の長の職務
３　府県単位機関の長の職務
１　本省の困難な業務を所掌する室の長の職務
２　管区機関の重要な業務を所掌する部の長の職務
３　困難な業務を所掌する府県単位機関の長の職務
１　本省の重要な業務を所掌する課の長の職務
２　管区機関の長又は管区機関の特に重要な業務を所掌する部の長の職務
１　本省の特に重要な業務を所掌する課の長の職務
２　重要な業務を所掌する管区機関の長の職務

４　この表において「地方出先機関」とは、１府県の一部の地域を管轄区域とする相当
　の規模を有する機関をいう。
５　この表において「室」とは、課に置かれる相当の規模を有する室をいう。

９級

１０級

備考
１　この表において「本省」とは、府、省又は外局として置かれる庁の内部部局をいう。
２　この表において「管区機関」とは、数府県の地域を管轄区域とする相当の規模を有
　する地方支分部局をいう。
３　この表において「府県単位機関」とは、１府県の地域を管轄区域とする相当の規模
　を有する機関をいう。

３級

４級

５級

６級

７級

８級

２級

別表第六　在級期間表

イ　行政職俸給表（一）

職務の級 在級年数

２級 3
３級 4
４級 4
５級 2
６級 2

７級 4
８級 3

９級 3
１０級 3

在級期間表

（第二十条関係）

職
務
給
の
原
則
を
無
視
し 

若
手
に
負
担
を
強
い
る
当
局 

（注１）連絡調整事務所 

：全建労の運動で「地

方出先機関」とされて

いた事務所の格付けを

「府県単位機関相当」

とさせ各県代表事務所

の５部門（総務、工務、

管理、用地、機械）の

第４係長まで４級昇格

が認められた。同時に

重要事務所には４級係

長が配置出来るように

なった。 
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に
．
お
そ
ら
く
ね
。
「
共
通
」
欄

の
「
専
門
職
」
を
含
め
そ
う
い

う
こ
と
だ
ろ
う
。 

お
．
専
門
職
で
も
二
級
な
の
？ 

に
．
こ
こ
で
言
う
専
門
職
は
ス

タ
ッ
フ
ポ
ス
ト
の
こ
と
な
ん

だ
。
つ
ま
り
、
○
○
官
～
専
門

員
等
を
含
ん
で
い
る
ん
だ
。 

お
．
な
る
ほ
ど
。
だ
か
ら
八
～

二
級
ま
で
あ
る
ん
で
す
ね
。 

に
．
現
状
で
は
専
門
員
等
や
出

張
所
係
長
の
欠
員
が
多
い
か
ら

処
遇
後
退
に
は
繋
が
っ
て
い
な

い
か
も
し
れ
な
い
が
、
改
善
に

は
ほ
ど
遠
い
よ
ね
。
局
長
は
「
空

ポ
ス
ト
は
必
要
な
ポ
ス
ト
」
っ

て
言
っ
て
い
る
け
ど
空
き
ポ
ス

ト
を
全
て
埋
め
た
ら
、
出
張
所

係
長
の
四
割
弱
は
二
級
係
長
っ

て
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。 

   

に
．
こ
の
表
の
各
役
職
最
上
段

に
標
準
職
務
表
で
定
め
ら
れ
た

級
も
表
示
し
て
い
る
。
二
段
書

き
に
な
っ
て
い
る
の
は
上
段
が

院
が
中
心
と
な
っ
て
査
定
し
、

三
月
内
閣
に
報
告
す
る
ん
だ
。

そ
の
報
告
を
集
計
し
た
の
が
右

表
だ
け
ど
、
表
の
下
の
方
に
「
地

方
出
先
機
関
」
欄
の
「
係
長
」
っ

て
い
う
の
が
あ
る
よ
ね
。
こ
の

数
値
を
見
る
と
Ｈ
二
七
当
時
二

八
〇
だ
っ
た
二
級
定
数
は
Ｈ
三

一
で
は
五
二
〇
に
倍
増
し
て
い

る
。
二
級
係
長
を
な
く
そ
う
っ

て
考
え
て
い
る
な
ら
こ
ん
な
こ

と
に
は
な
ら
な
い
よ
ね
。 

お
．
何
故
な
ん
で
す
か
？ 

に
．
国
家
公
務
員
の
総
人
件
費

抑
制
圧
力
の
中
で
査
定
官
庁

は
、
例
年
定
数
の
切
下
げ
を
行

っ
て
い
る
。
一
方
、
要
求
側
は
、

新
設
ポ
ス
ト
や
既
設
ポ
ス
ト
の

切
上
げ
要
求
を
行
う
。
要
求
側

か
ら
す
れ
ば
、
切
上
げ
た
い
ポ

ス
ト
の
定
数
を
要
求
す
る
一
方

で
、
切
下
げ
て
も
良
い
ポ
ス
ト

を
差
し
出
し
、
全
体
と
し
て
人

件
費
バ
ラ
ン
ス
を
と
ろ
う
と
す

る
ん
だ
。 

お
．
そ
の
結
果
が
地
方
出
先
機

関
の
係
長
の
切
り
下
げ
？ 

連
絡
調
整
事
務
所
等
の
府
県
単

位
機
関
に
準
じ
る
事
務
所
で
、

下
段
が
地
方
出
先
機
関
の
事
務

所
だ
。 

お
． 

局
長
や
副
局
長
は
定
数
に

入
っ
て
い
な
い
の
？ 

に
．
殆
ど
が
指
定
職
に
ラ
ン
ク

ア
ッ
プ
し
て
い
る
。
こ
の
表
を

見
る
と
部
長
は
殆
ど
が
「
特
に

重
要
」
だ
。
事
務
所
課
長
ま
で

は
総
じ
て
標
準
職
務
表
以
上
の

評
価
を
受
け
て
い
る
。
一
方
で

専
門
職
以
下
で
は
標
準
職
務
表

以
下
の
評
価
に
な
っ
て
い
る
。 

お
．
専
門
職
も
低
い
の
？ 

に
．
局
の
建
設
専
門
官
は
こ
こ

数
年
で
評
価
が
上
が
っ
て
い
る

よ
う
だ
が
、
事
務
所
の
建
設
専

門
官
は
下
が
っ
て
い
る
よ
う

だ
。
以
前
は
、
事
務
所
の
建
設

専
門
官
も
六
級
に
な
れ
た
け
ど

今
は
難
し
い
よ
う
だ
。 

   
お
．
何
で
こ
ん
な
風
に
な
っ
ち

ゃ
う
の
？ 

お
．
な
ん
で
、
係
長
を
二
級
で

放
置
し
て
い
る
の
？ 

に
．
人
事
院
と
の
約
束
な
ど
制

約
が
あ
る
ん
だ
ろ
う
け
ど
、
そ

の
制
約
を
解
消
し
よ
う
と
言
う

思
い
が
弱
い
か
ら
だ
ろ
う
。
級

別
定
数
は
概
算
要
求
期
に
人
事

に
．
さ
っ
き
も
言
っ
た
け
ど
査

定
庁
は
定
数
の
切
下
げ
を
求
め

て
お
り
、
何
も
し
な
け
れ
ば
上

位
の
定
数
は
削
減
さ
れ
処
遇
は

後
退
す
る
。
全
建
労
（
国
土
交

通
労
組
の
前
身
）
が
組
織
率
を

増
や
し
て
い
た
頃
は
、
事
務
所

係
長
の
四
級
や
ス
タ
ッ
フ
ポ
ス

ト
の
増
な
ど
で
処
遇
改
善
が
進

ん
で
い
た
け
ど
組
織
率
が
低
下

し
、
職
場
で
の
影
響
力
が
減
少

し
た
か
ら
特
に
組
織
率
が
低
い

若
年
層
の
処
遇
に
手
を
付
け
た

ん
だ
ろ
う
。
こ
れ
ま
で
「
他
省

庁
よ
り
一
～
二
級
遅
れ
」
っ
て

言
っ
て
運
動
を
し
て
き
た
け

ど
、
近
い
将
来
、
二
級
遅
れ
は

当
た
り
前
の
時
代
が
来
る
か
も

し
れ
な
い
。 

お
．
え
！
。
勘
弁
し
て
よ
。 

 

他
省
庁
の
よ
う
に
組
合
が
活

動
し
て
、
当
局
と
い
っ
し
ょ
に

定
数
改
善
を
求
め
て
い
か
な
い

と
処
遇
は
良
く
な
ら
な
い
っ
て

こ
と
で
す
か
。 

に
．
そ
う
い
う
こ
と
だ
。
他
人

任
せ
で
は
だ
め
な
ん
だ
。 

 

 

No.00９ 

何で係長なのに２級なの？ 

専門職・係長の処遇はどうでも良いの？ 

課
長
以
上
は
職
務
表
以
上
評
価 

専
門
職
以
下
は
職
務
表
以
下 

組
合
弱
体
が
処
遇
後
退
に 

他
省
庁
で
は
労
使
協
力
で
改
善
へ 


